基本となるフレームワーク コンポーネント
[このドキュメントの内容は暫定的なものです。内容は今後更新されます。] 

ここでは、ほかの Xbox サンプルで使用される Xbox ゲーム システムのフレームワーク コンポーネントに関する情報を提供します。
アプリケーション
CXBApplication クラスは、Xbox サンプル アプリケーションが派生する基底クラスです。シンプルな Microsoft® Xbox™ アプリケーションを作成するには、このクラスからアプリケーション クラスを派生させ、必要に応じて次の関数をオーバーライドします。
	テスト方法
	説明

	InitDisplayObjects()
	3-D シーンのオブジェクトを初期化します。

	DestroyDisplayObjects()
	3-D シーンのオブジェクトをクリーンアップします。

	FrameMove()
	シーンをアニメーションします。

	Render()
	シーンをレンダリングします。


ヘルパー クラス
基本的なアプリケーション クラスに加え、一定の日常的なタスクを扱うヘルパー クラスとヘルパー関数が用意されています。
	クラス
	説明

	XBFile
	メッシュの読み込み (Microsoft® DirectX® の ".x" ファイルから)、管理、およびレンダリングのためのサポート コードを含みます。また、XBFile のヘッダーには、CXBMesh ユーティリティ クラスおよび CXBFrame ユーティリティ クラスのクラス宣言も含まれています。

	XBFont
	グラフィック デバイス インターフェイス (GDI) の呼び出しは Xbox コンソールではサポートされないので、テクスチャ ベースのビットマップ フォントは CXBFont クラスによってサポートされます。FontMaker ツールを使用すると、任意の Windows TrueType フォントからビットマップ フォントを生成できます。その後、CXBFont でそのビットマップ フォントを使用して、テキストをディスプレイ上にレンダリングします。

	XBHelp
	アクティブなボタン マッピングを表示するヘルプ画面のポップアップをすばやく簡単にレンダリングする方法を提供します。Xbox コントローラの透過イメージが、現在の画面の前面に描画されています。その上に、不透明なテキストの説明と線が描画されています。

	XBInput
	コントローラの入力を管理するヘルパー関数を含みます。

	XBSound
	DirectSound バッファの機能をラップするクラスと、オーディオ ファイルをロードするクラスを含みます。

	XBUtil
	Xbox サンプル プログラムで使用されるショートカットおよびヘルパー関数を含みます。XBUtil には、タイマーの制御と読み取り、必要なメディアの割り当て、Unicode 文字列のサポート、日常的な Microsoft® DirectX® のタスク処理を行うルーチンが含まれます。この XBUtil ヘッダーでは、Xbox サンプルで共通して使われる定数と列挙子もいくつか定義されています。

	XBSwizzle
	スィズルされたテクスチャの操作を容易にします。テクスチャ データの数ポイントを調整するために全体をアンスィズルする煩雑さやオーバーヘッドを防止できます。これは、テクスチャ マップ、キューブ マップ、およびボリューム マップで使用できます。

	Xfvf
	定義済みのフレキシブル頂点フォーマットと、それを使用するルーチンを含みます。

	XTextBox
	GUI テキストボックスに対するサポートです。

	XShadow
	シャドウ ボリュームに対するヘルパー クラスです。

	XPath
	ファイル名に基本的なパスを付加するヘルパー関数です。

	XParse
	文字列をトークン化するヘルパー関数です。

	XMenu
	メニューに対するサポートです。

	XDpPeer
	DirectPlay のヘルパー関数です。

	XModel
	メッシュ管理を支援するクラスです。
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